
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
の
歌
、
雪
山
賛
歌
、
シ
ー
ハ
イ

ル
の
歌
、
い
つ
か
あ
る
日
、
谷
川
小
唄
、
新
人
哀
歌
、

放
浪
の
歌
、
遠
き
山
に
日
は
落
ち
て
、
民
謡
で
は
安

曇
節
や
白
山
カ
ン
コ
踊
り
、
・
・
・
数
え
だ
し
た
ら

キ
リ
が
な
い
。
以
前
は
、
テ
ン
ト
の
中
で
、
雪
洞
の

中
で
よ
く
歌
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

山
で
歌
が
歌
わ
れ
な
く
な
っ
た
の
を
危
惧
し
て
い

る
人
達
の
中
で
、
日
本
山
岳
文
化
学
会
の
石
丸
一
夫

氏
は
行
動
を
起
こ
し
た
。
山
岳
部
や
山
岳
会
で
作
っ

て
い
た
『
山
の
歌
集
』
の
散
逸
を
防
ぎ
た
い
と
、
周

り
に
声
掛
け
を
し
、
賛
同
し
て
く
れ
人
た
ち
か
ら
、

数
多
く
の
山
の
歌
に
関
す
る
資
料
が
寄
せ
ら
れ
た
。

そ
れ
は
『
山
の
歌
』
と
題
す
る
資
料
集
と
な
り
、
そ

の
リ
ス
ト
は
二
十
九
頁
に
も
わ
た
る
膨
大
な
も
の
に

な
っ
た
。
こ
の
研
究
の
成
果
は
、
「
山
の
文
学
と
芸

術
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
で
発
表
さ
れ
た
。

他
に
も
、
山
で
歌
う
の
を
絶
や
し
た
く
な
い
と
思

う
人
達
が
い
た
。
黒
川
勝
氏
や
小
谷
田
佳
一
氏
を
は

じ
め
と
す
る
、
静
岡
県
高
体
連
登
山
部
の
方
た
ち
で

あ
る
。
「
生
徒
た
ち
と
山
で
歌
を
歌
い
た
い
」
と
い

う
熱
い
思
い
か
ら
『
う
た
ご
え
』
と
題
す
る
歌
集
を

作
っ
た
。
そ
れ
は
、
『
う
た
ご
え
５
０
』
、
『
う
た

ご
え
８
０
』
、
『
う
た
ご
え
１
０
０
』
と
発
展
し
、

三
度
も
作
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
高
校
山
岳
部
の
生
徒

た
ち
に
「
山
の
歌
」
を
歌
っ
て
も
ら
う
活
動
を
続
け

て
き
た
。
黒
川
氏
は
現
在
も
活
動
を
続
け
て
い
る
。

登
山
サ
ー
ク
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
山
の
歌
の

リ
ス
ト
を
掲
載
し
て
、
山
の
歌
を
歌
い
継
ご
う
と
呼

び
掛
け
て
い
る
の
も
あ
っ
た
。
深
田
久
弥
山
の
文
化

館
で
も
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
活
動
し
て
い
た
。
山
の

文
化
館
の
ス
タ
ッ
フ
を
中

心
に
小
人
数
な
が
ら
、
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
囲
ん

で
歌
っ
て
い
た
。

山
の
歌
は
、
人
か
ら
人
へ
口
伝
え
で
広
ま
っ
て
ゆ

く
様
で
あ
り
、
そ
こ
で
替
歌
も
作
ら
れ
て
ゆ
く
。
あ

の
「
坊
が
つ
る
賛
歌
」
も
替
歌
で
あ
る
。
昭
和
二
十

七
年
（
１
９
５
２
）
ご
ろ
に
坊
が
つ
る
に
あ
る
山
小

屋
で
九
州
大
学
の
学
生
達
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
山
の

仲
間
の
間
で
歌
い
継
が
れ
て
い
た
。
国
体
に
参
加
し

た
石
川
県
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
も
教
わ
っ
て
い
た
。

坊
が
つ
る
賛
歌
が
つ
く
ら
れ
た
と
同
じ
こ
ろ
、
石
川

県
立
小
松
高
等
学
校
山
岳
部
で
も
、
同
じ
よ
う
な
メ

ロ
デ
ィ
ー
で
「
山
男
の
歌
」
が
歌
わ
れ
て
い
た
。
山

岳
部
の
歌
集
の
中
に
載
っ
て
い
る
。
ど
れ
も
元
歌
は

「
広
島
高
等
師
範
学
校
山
岳
部

山
男
の
歌
」
で
あ

る
。
最
近
分
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
当
時
小
松
高

校
山
岳
部
の
顧
問
の
先
生
が
、
広
島
高
等
師
範
学
校

の
出
身
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
広
島
高
師
直
伝
の
替

歌
だ
っ
た
わ
け
だ
。
歌
詞
が
変
え
ら
れ
て
い
る
部
分

は
、
先
生
が
作
詞
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
ん
な
話
題
も
あ
る
。
旧
制
第
一
高
等
学
校
旅
行

部
Ｏ
・
Ｂ
会
「
縦
の
会
」
発
行
の
『
一
高
旅
行
部
の

足
あ
と
』
に
書
か
れ
て
い
た
。
あ
る
Ｏ
・
Ｂ
の
方
が
、

金
沢
大
学
に
教
官
と
し
て
転
任
し
て
く
る
と
、
金
沢

大
学
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
で
、
自
分
た
ち
が
旅

行
部
の
現
役
時
代
に
歌
っ
て
い
た
歌
が
歌
わ
れ
て
い

て
い
た
。
懐
か
し
く
、
学
生
時
代
に
歌
っ
た
山
の
歌

の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
た
。
そ
れ
は
「
そ
ん
な
に

お
前
は
な
ぜ
嘆
く
・
・
・
」
で
始
ま
る
「
放
浪
の
歌
」

で
あ
っ
た
。
こ
の
歌
も
、
あ
ち
こ
ち
の
大
学
山
岳
部

や
山
岳
会
で
歌
わ
れ
て
い
た
。
発
信
元
は
一
高
旅
行

部
な
の
だ
ろ
う
か
。

今
後
も
皆
で
、
山
の

歌
を
歌
い
継
い
で
ゆ
き

た
い
も
の
で
あ
る
。

令和８年
冬号

山

の

歌

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♭

♯

広
島
高
等
師
範
学
校
山
岳
部

山
男
の
歌

一
、
同
じ
山
へ
の

憧
れ
を

胸
に
抱
い
て

行
く
道
は

教
え
の
道
ぞ

山
男

広
島
高
師
の

山
男

二
、
人
み
な
花
に

酔
う
と
き
も

残
雪
恋
ひ
て

山
に
入
り

涙
を
な
が
す

山
男

雪
解
の
水
に

春
を
知
る

三
、
広
島
の
山
は

低
く
と
も

夏
は
故
郷
の

山
が
待
つ

岩
を
よ
ず
れ
ば

山
男

無
我
を
悟
は

こ
の
時
ぞ

四
、
深
山
紅
葉
に

片
時
雨

テ
ン
ト
濡
ら
し
て

暮
れ
て
ゆ
く

心
な
き
身
の

山
男

も
の
の
あ
わ
れ
を

知
る
頃
ぞ

五
、
町
の
乙
女
ら

想
い
つ
つ

尾
根
の
処
女
雪

け
立
て
て
は

シ
ュ
テ
ン
ボ
ー
ゲ
ン

山
男

浩
然
の
気
は

言
ひ
難
し

六
、
同
じ
教
え
の

道
を
行
き

ま
ぶ
た
に
浮
か
ぶ

山
の
道

道
は
一
つ
ぞ

山
男

広
島
高
師
の

山
男

広
島
高
師
の

山
男

小
松
高
校
山
岳
部

山
男
の
歌

一
、
同
じ
山
へ
の

憧
れ
を

胸
に
抱
い
て

行
く
道
は

希
望
の
道
ぞ

山
男

あ
あ
荒
涼
の

山
男

二
、
人
み
な
花
に

酔
う
こ
ろ
も

残
雪
恋
い
し

山
に
入
り

涙
を
な
が
す

山
男

雪
ど
け
の
水
に

春
を
知
る

三
、
小
松
の
山
は

低
く
と
も

み
れ
ば
故
郷
の

山
が
待
つ

山
に
よ
ず
れ
ば

山
男

無
我
を
悟
は

こ
の
時
ぞ

四
、
同
じ
理
想
の
の

道
を
行
く

ま
ぶ
た
に
浮
か
ぶ

山
の
道

道
は
一
つ
ぞ

山
男

あ
あ
荒
涼
の

山
男



今
回
は
「
四
阿
山
」
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
書

き
込
み
が
あ
る
の
は
、
地
勢
図
「
長
野
」
と
長
野
の

９
番
「
須
坂
」
だ
っ
た
。
「
須
坂
」
の
表
に
は
菅
平

と
書
か
れ
て
い
る
。
二
十
万
分
の
一
「
長
野
」
に
は

「
四
阿
山
」
が
赤

鉛
筆
で
く
っ
き
り

と
囲
ま
れ
て
い
た
。

五
万
分
の
一
地
形

図
「
須
坂
」
の
赤

鉛
筆
の
ラ
イ
ン
は
、

１

９

１

７

．

２

（
現
在
は
１
９
１

７
．
５
）
の
ピ
ー

ク
の
下
部
か
ら
始

ま
り
、
２
１
０
６

の
小
四
阿
を
経
て

四
阿
山
の
三
角
点

ま
で
引
か
れ
て
い

る
。
ほ
か
に
は
五
つ
の
沢
の
名
前
、
牧
場
事
務
所
、

文
部
省
体
育
研
究
所
、
ホ
テ
ル
、
ヒ
ュ
ッ
テ
な
ど
が

ペ
ン
で
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
赤
鉛
筆
の
ラ
イ
ン
に
関
す
る
文
章
は
『
山
が

あ
る
か
ら
』
の
「
四
阿
山
」
が
あ
っ
た
。
一
九
六
一

年
（
昭
和
三
十
六
年
）
３
月
の
山
行
で
、
な
ん
と
、

連
れ
は
山
川
勇
一
郎
と
藤
島
敏
男
で
あ
っ
た
。
山
川

と
は
昭
和
八
年
二
月
に
乗
鞍
で
運
命
的
な
出
会
い
を

し
て
い
る
が
、
初
め
て
出
逢
っ
た
の
は
菅
平
ス
キ
ー

行
の
帰
り
の
馬
橇
の
上
だ
っ
た
。
そ
の
菅
平
ス
キ
ー

場
へ
、
今
度
は
山
川
の
車
に
乗
っ
て
出
掛
け
た
の
で

あ
る
。
「
私
た
ち
は
自
宅
か
ら
宿
ま
で
一
歩
も
費
や

さ
ず
到
着
し
た
わ
け
で
あ
る
」
と
書
い
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
の
久
弥
の
移
動
手
段
と
の
変
わ
り
様
に
感
心

し
て
い
る
。
移
動
中
、

神
川
に
架
か
る
橋
の
た

も
と
に
車
を
止
め
て
い

る
。
「
谷
の
奥
遥
か
に

白
銀
の
四
阿
山
が
見
え

た
か
ら
で
あ
る
。
頂
上

が
や
や
左
に
傾
い
だ
屋

根
型
を
し
て
、
そ
の
左

端
に
乳
首
の
よ
う
な
丘

が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。

美
し
い
気
品
あ
る
形
で

あ
る
。
昔
の
人
が
神
と

あ
が
め
た
の
も
無
理
は
な
い
。
」
と
書
い
て
い
る
。

菅
平
の
宿
で
二
泊
し
、
天
候
の
回
復
を
待
ち
四
阿

山
目
指
し
て
出
発
し
た
。
最
初
は
大
明
神
沢
に
沿
っ

て
登
り
、
沢
を
渡
っ
て
稜
線
を
目
指
し
た
。
稜
線
に

出
た
あ
た
り
か
ら
赤
鉛
筆
の
ラ
イ
ン
が
あ
る
。
最
初

の
ピ
ー
ク
を
巻
き
、
小
四
阿
を
経
て
、
途
中
急
登
で

苦
し
ん
だ
部
分
も
あ
っ
た
が
、
無
事
山
頂
に
着
い
た
。

帰
り
は
、
久
弥
の
ス
キ
ー
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
壊
れ
、

応
急
修
理
し
た
が
滑
り
に
く
く
、
行
動
が
遅
く
な
り

宿
に
着
い
た
の
は
夜
遅
く
だ
っ
た
。

一
月
十
八
日
（
日
）

演
題
：
人
は
な
ぜ
山
に
登
る
の
？
人
生
の
短
さ

に
つ
い
て
、
自
分
の
人
生
を
生
き
る

講
師
：
田
中
康
典
氏
（
セ
ブ
ン
サ
ミ
ッ
タ
ー
）

二
月
八
日
（
日
）

演
題
：
白
山
と
共
に
生
き
る

講
師
：
川
畠
敦
仁
氏

（
白
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
研
究
主
幹
）

三
月
二
十
二
日
（
日
）

演
題
：
知
ら
れ
ざ
る
加
賀
の
修
験
道

講
師
：
細
川
孝
春
氏
（
三
角
点
研
究
家
）

一
月
十
六
日
（
金
）

『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
八
幡
平
」

二
月
二
十
日
（
金
）

『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
蓼
科
山
」

三
月
十
三
日
（
金
）

『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
塩
見
岳
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
よ
ろ
し
く

h
t
tp
s
:
/
/
ya
m
a
n
ob
u
n
k
a
ka
n
.
c
o
m

深
田
久
弥
山
の
文
化
館

山文HP

読
書
会

会
場
：
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

時
間
：
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

聞
こ
う
会

会
場
：
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

聴
山
房

時
間
：
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

そ
の
31

聴
講
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い

四
阿
山

根
子
岳

カシミール3Dで作図（神川橋詰めより）


